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Fig．3．界面の幅mと気体密度m。．系の横幅は工＝1024（十），工＝400（○），工＝100（●）である．
   破線は（2）式から予想される勾配である．矢印はEden模型（m。＝1）に対するHirsch and
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樹枝状結晶成長における横枝の発生機構と選択機構
             東北大学電気通信研究所田中教
 1．序
 樹枝状結晶成長は，拡散場におけるパターン形成の一つの問題として興味深いものである．
特に，パラメータを変えることにより，様々なパターンを生じること，界面が不安定化し横枝
を生じること等の性質を持ち，拡散場における一つのモデルであるDLAとの関連においても
重要た問題である．ここでは，樹枝状結晶成長の定量的観察により，横枝の発生機構及び選択
機構について議論する．
 2．実験方法
 実験に用いたものは，塩化アンモニウム水溶液で，濃度は33．6％，τ〃：50．O℃である．実験
系を図1に示す．温度制御を行なってパラメータを変化させ，顕微鏡による観察を行なって録
画し，後に，画像処理をかけることにより解析を行なった．
 3．実験結果
 塩化アンモニウム結晶は，ある過飽和度の範囲においては，先端は安定な放物形を有し過飽
和度が大きくなると，界面が不安定化し横枝が発生する．そのメカニズムの解明のため，定量
的に観察したものが図2である．即ち，過飽和度を変化させた時に，先端から横枝の出始める
位置までの距離，勿論，それは基準のとり方によるのだが，それがどのように変化していくか，
